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（書式２－４－２） 

寄与分を定める調停申立書 

 

家 事 調 停 申 立 書 

 

平成○○年○○月○○日 

 

○○家庭裁判所 御中 

 

○○市○○町○○丁目○○番○○号 

ＴＥＬ ○○－○○○○－○○○○ 

ＦＡＸ ○○－○○○○－○○○○ 

 申立人  ○ ○ ○ ○  印 

 

 

寄与分を定める調停申立事件 

 

１ 当事者の表示 別紙のとおり 

２ 申立の趣旨・実情 別紙のとおり 

 

 

 

貼用印紙額 金○○円 

予納郵便切手 金○○円 
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当 事 者 の 表 示 

 

本  籍 ○○市○○町○○丁目○○番地 

住  所 〒○○○－○○○○ 

 ○○市○○町○○丁目○○番○○号 

申 立 人 ○○○○ 

生年月日 昭和○○年○○月○○日生 

 

本  籍 ○○市○○町○○丁目○○番地 

住  所 〒○○○－○○○○ 

 ○○市○○町○○丁目○○番○○号 

相 手 方 ○○○○ 

生年月日 昭和○○年○○月○○日生 

 

本  籍 ○○市○○町○○丁目○○番地 

住  所 〒○○○－○○○○ 

 ○○市○○町○○丁目○○番○○号 

相 手 方 ○○○○ 

生年月日 昭和○○年○○月○○日生 
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（被相続人の表示） 

本  籍 ○○市○○町○○丁目○○番地 

最後の住所 〒○○○－○○○○ 

 ○○市○○町○○丁目○○番○○号 

被相続人 ○○○○ 

死亡年月日 平成○○年○○月○○日 

 

 

 

申 立 の 趣 旨 

 

申立人の寄与分を定める調停を求めます。 

 

 

 

申 立 の 実 情 

 

１ 被相続人は、平成○○年○○月○○日に死亡し、その相続人は、相手方○

○○○（妻）、申立人○○○○（長男）および相手方○○○○（二男）の３

名です。 

２ 申立人は、昭和○○年○○月に○○高等学校を卒業と同時に、被相続人の

営む酒類販売の業務を手伝う様になりました。被相続人は平成○○年○○月

頃から、高齢に伴う病気などがあって、ほとんど業務に従事できなくなりま

したので、申立人が仕入れ、営業そして販売などすべての業務を行なってき

ました。 
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３ 申立人は、この間、被相続人から定期的な給与の支給を受けることもなく、

小遣い銭をもらう程度で業務に従事してきたものです。 

４ 従って、被相続人の遺産の分割にあたっては、遺産の増加や維持に対して

申立の寄与分を定めてもらうことを求めてきましたが、相手方らは、これに

対して理解をしてくれません。 

５ この度、被相続人の遺産につき、遺産分割申立事件が貴庁に系属しました

ので、申立人の寄与分を定めることを求めて本調停の申立に及ぶ次第です。 

 

 

添 付 書 類 

 

除･戸籍謄本 ○通 

 

以上 
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解説 

 

（申立の趣旨） 

寄与分を定めることを求めて下さい。 

 

（申立の実情） 

１ 相続の開始と相続人の範囲を特定して下さい。 

２、３ 申立人が寄与した内容を詳しく説明して下さい。 


